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株式会社三電舎環境経営レポート 

                                                     

株式会社三電舎 

環境経営方針 

 
 

当社は電機機器等を販売する商社として、事業活動における環境負荷の低減とお客様の環境

ニーズを的確に把握し、環境にやさしい商品、システム、サービスを提供することを理念とし

下記の環境経営方針を定めます。 

 

１．関連する法規制・環境関連法規等を遵守します。 

２．次の事項を重点的なテーマとして、環境経営目標を設定します。 

（１）お客様に商品の環境情報を積極的に提供します。 

（２）電力、車の燃料の削減により、CO2 排出抑制に努めます。 

（３）紙の削減、廃棄物の分別・リサイクルにより、廃棄物排出抑制に努めます。 

（４）節水に努めます。 

（５）グリ－ン購入に努めます。 

３．環境方針を社員全員に周知すると共に、環境経営システムに関する教育・訓練を通じて

認識を深め、チームワークと熱意をもって EA21 の継続的改善に取り組みます。 

４．経営における課題とチャンスを常に明確化し挑戦していきます。 

 

この環境経営方針は、社外の人にも公開します。 

 

2022 年 4 月 27 日 

株式会社三電舎 

代表取締役 湖上峯市 

 

改訂記録 

2018 年 10 月 1日 ①環境方針を環境経営方針に変更。環境目標を環境経営目標に変更。 

         ②1項に「環境関連法規」を明確に記述追加。 

         ③４項を追加 

2022 年 4月 27 日   EA21 の継続的改善の文言を追加。 
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２．事業の概略 
（１）事業所名 株式会社三電舎 

（２）代表者名 代表取締役 湖上 峯市 

（３）所在地 〒105-0013 東京都港区浜松町 2-7-15 浜松町三電舎ビル 

（４）環境管理責任者 代表取締役 湖上峯市 

連絡先 電話：03-3433-5531 FAX：03-3459-8329 

（５）事業内容 電気機器販売業 

  電気装置、ロボット、溶接機、レーザー加工機、生産系ソフトウェア、計測装置、  

電気・電子部品の販売 

（６）事業規模  

  
単位 

令和元年 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 

2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 

従業員 名 14 名 14 名 14 名 14 名 

床面積 m² 179 179 179 179 

（７）認証・登録の対象範囲 

事業活動 電気装置、ロボット、溶接機、レーザー加工機、生産系ソフトウ

ェア、計測装置、電気・電子部品の販売  
対象事業所 本社（本社以外の組織なし）  

対象者 全従業員  

 

（８）｢環境経営システムの運用組織｣ 

 

 （９）運用組織の主な役割、責任、権限 

 ①代表取締役…最高責任者として、システム運用に必要な責任者を任命し、責任と権根を 

明示すると共に、システムの運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。また環境経営に

基本方針を制定し、環境経営目標を設定する。 
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②環境管理責任者…システムの合埋的・効果的な運用を図る共に、最高責任者に対し その

運用に関する情報を最高責任者に提供する。 

③部門長…全員参加による環境経営システムの運用及び管理に責務を負い、部門内の必要な

人材育成、パフォーマンスの向上を図る。 

④従業員…環境方針をもとに決められたことを守り、自主的,積極的に環境活動に参加する。  

３．環境目標とその実績 

（１）過去 3 年間の実績 

過去 3 年間 

（19～21 年） 

実績値 

単位 
2019 年

度 
2020 年度 2021 年度 

過去 3 年

間の平均

値 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 28,930 29,375 29,904 29,403 

電力 
kg-CO2 13,258 14,135 14,872 14,088 

kWh 27,971 29,821 31,376 29,723 

ガソリン 
kg-CO2 15,671 15,240 15,031 15,314 

L 6,750 6,564 6,474 6,596 

一般廃棄物排出量 kg 300 304 272 292 

産業廃棄物 - 適正管理 同左 同左 - 

総排水量 ｍ3 97 95 109 100.1 

紙の使用量 kg 73 52 52 59 

省エネ機器 PR 件/年 137 69 48 85 

 (2）2022 年度目標、及び実績 新基準値：過去（19～21 年）3 年間の平均値に変更 

2021 年から 3 年間の中期目標 

  

旧基準

値 

過去 3

年間 

（18～20

年） 

の平均 

新基準値 

過去 3 年間 

（19～21

年） 

の平均 

2021 年度（2 月

～1 月） 

2022 年度（2 月～1

月） 

2023 年度（2 月～8 1

月まで） 

旧基

準値 

に対

して 

増減

率 

目標値 

新基準

値 

に対して 

増減率 

目標値 

新基準

値 

に対して 

増減率 

目標値 
 

 
二酸化炭素排出

量 
kg-CO2 30,083 31,495 

-

4.9% 
29,956 0.6% 31,306 0.6% 31,298  

電力 
kg-CO2 12,676 14,088 -

1.0% 

12,549 
-1.3% 

13,905 
-1.4% 

13,891  

kWh 26,742 29,723 26,475 29,337 29,306  

ガソリン 
kg-CO2 17,407 17,407 

0.0% 
17,407 

0.0% 
17,407 

0.0% 
17,407  

L 7,498 7,498 7,498 7,498 7,498  

一般廃棄物排出量 kg 299.3 292.1 
-

0.2% 
299 -0.3% 291 -0.4% 291  

産業廃棄物管理  ‘- 適正管理 ‘- 適正管理 ‘- 適正管理 ‘- 適正管理  

総排水量 ｍ3 95.1 100.1 
-

1.0% 
94 -1.2% 99 -1.3% 99  

紙の使用量 kg 67 59 
-

1.0% 
66 -1.2% 58 -1.3% 58  

省エネ機器 PR 件/人 116 85 0.0% 116 1.0% 86 1.2% 86  

新基準値過去（19～21 年）3 年間の平均値に変更。ガソリンは 12 年度を基準値とする。 

 *一般廃棄物＝可燃ゴミ（再生利用）+可燃ゴミ（熱回収）+不燃ゴミ（再生利用）＋不燃ゴミ（再生不可） 
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２０２２年度実績 

 

 

項目 

  

 

新基準値 

過去3年間

（19～21年） 

の平均 

 

2022年度（2月～1月） 

  新基準値 

に対して 

目標増減率 

目標 実績 目標/実績 

達成率 

（2月～1月） 

年間 

評価 

二酸化炭

素排出量 
kg-CO2 31,495 -0.6% 31,306 29,858 104.8% ◎ 

電力 kg-CO2 14,088 -1.3% 13,905 14,302 97.2% △ 

 kWh 29,723 -1.3% 29,337 30,173 97.2% △ 

ガソリン 

*1） 
kg-CO2 17,407 0.0% 17,407 15,556 111.9% ◎ 

 l 7,498 0.0% 7,498 6,701 111.9% ◎ 

一般廃棄

物排出量 
kg 292 -0.3% 291 278.2 104.7% ◎ 

産業廃棄物

の適正管理 

‘- 適正管理 

排出量把握 

‘- 適正管理 

排出量把握 

分別適正管

理実施   

排出638kg 

100% ◎ 

総排水量 ｍ3 100.1 -1.2% 99 105.8 93.5% △ 

紙の使用

量 
kg 59 -1.2% 58 34 174.0% ◎ 

省エネ機

器PR 
件 85 1.0% 86 51 59.6% ✕ 
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４．2022 年度環境経営の取組み計画と評価及び次年度の取り組み 
取り組み計画 2022 年度評価 

１．省エネルギー 
  CO2 基準値より 0.6％の削減をはかる。 
 
 
 
 
 
 

① 電力 1.3%節電 
 

 
＊昼休み、残業時に未使用照明は消す。 
＊トイレの照明は使用時のみ点灯 
＊６～９月、１２月～３月は１回／月 
 フィルターの清掃を行う 
＊空調冷房２８℃ 暖房２０℃ 
＊LED 燈の設置 
＊昼休み時にモニター画面は消す。 

 
② ガソリンは目標値の増減なし  

 
 
＊アイドリングストップの実施 
＊エコドライブ（急発進、急ブレ－キ）の

推進 
＊低公害車へ転換 

（目標達成状況） 
＊達成[目標値 31,306kg-CO2/年に対して実

績値 29,858kg-CO2] 
達成率 104.8％ となり達成 

＊コロナ対策のため 24 時間換気等で電力増

加。他方客先訪問減りガソリン消費減少。 
（施策の実施状況） 
＊➀未達成[目標値 13,905kg-CO2/年に対し

て実績値 14,302kg-CO2/年 97.2％]. 但し

前年比では、4.0%の改善。 
コロナ対処：24 時間換気→電力使用増加 

＊徹底されている。 
＊人感センサ－取付済 
＊徹底されている。 
＊徹底されている。＊24時間換気実施。 
＊電燈交換時に徹底されている。 
＊徹底されている。 
 
 
 
＊②達成。[目標値 17,407kg-CO2/年に対し

て実績値 15,556-CO2/年 
達成率 111.9% 

＊適時車両に同乗して確認をしている。 
＊駐車時はエンジンオフを徹底。 
＊安全運転教育を行っている。 
＊順次 実施 1 台を e-Power へ転換。 

２．➀ 一般廃棄物排出量の抑制とリサイクル 
排出量を基準値より 0.2％削減を図る。 

   
＊ダンボ－ル等 再利用する。 
＊当社に出入りのゴミ回収業者の分別処理

方法を調査する。 
＊紙リサイクル専用のゴミ箱を設置する。 
＊リサイクル可能な紙の範囲を明確にす

る。 
＊PET、缶ゴミの分別を行う。 
② 産業廃棄物の適正管理 
＊分別管理徹底による３R 推進 
＊排出量把握とマニフェスト管理 

（目標達成状況） 
達成。[目標値 291kg/年に対して実績値  

278.2kg 達成率 104.7％] 
＊ダンボール再利用、再利用紙徹底他で良好 
 
（施策の実施状況） 
＊徹底されている。 
＊実施済み。 
 
＊実施済み。 
＊廃材分別等適正に実施されているか随時確

認済み。 
＊排出量実績 638kg、マニフェスト実施済

み。 
３．節水 
  基準値より 1％の水の使用量の削減を図

る。 
 
 
 
 
 

（目標達成状況） 
達成[目標値 99 ㎥/年に対して実績値 105.8

㎥ 達成率 93.5％] 
新型コロナ対策のため手洗い、清掃徹底で水 
使用量増加、目標値を越えた。 
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  ＊トイレの蛇口、洗面台を交換し節水タイ

プとする。 
  ＊漏水検査を実施。 

（施策の実施状況） 
＊14 年度実施済み 
 
＊漏水検査を 2015 年 5 月に行い異常なし。 

４．紙の使用量削減 
  基準値より 1％の紙使用量の削減を図る 
 
 
 

④ コピー及びコンピュータの印刷の失敗を

なくす。 
 

⑤ 社内文書は必ず裏紙を使う。 

（目標達成状況） 
達成。[目標値 58kg/年に対して実績値 

34kg 達成率 174.0％] 
 
（施策の実施状況） 
＊印刷開始前の確認を呼びかけている。失敗

したものは裏紙使用箱に投入するように徹

底されている。 
＊徹底されている。社内回覧は PC 化。 

５．グリ－ン購入 
A)省エネ機器のＰＲ 
 
 
 １）省エネ空調のＰＲ 
   空調販売シーズンにはＰＲ 
 ２）LED 照明のＰＲ 
 ３）エコマーク商品の推奨 
   電気製品一般(冷蔵庫・洗濯機) 
 ４）省エネガソリンエンジン検査装置納入 
 ５）EV,HEV 用モーター検査装置納入 
 ６）ADC 試験装置を開発納入 
 
B)グリーン購入 

１）グリーンマーク事務用品購入 

（目標達成状況） 
＊未達成[目標値 86 件/年に対して実績値 

51 件 達成率 59.6％]. 前年比では、3 件増

加。 
＊Web 会議などで客先訪問減少 
＊実施：更に PR 必要 
＊実施：Web 会議/テレワークで客先訪問で

きず。 
＊実施 
Web 会議/テレワークで客先訪問できず。 
＊実施 
＊増加中 
＊受注増加中 
 
 
＊グリーンラベル商品を価格/効果比で購入 

6．その他 
 １）事務機廃棄時のリサイクル 
   （パソコンは 100％） 
 ２）産業廃棄物のマニフェスト処理 
   １００％実施 
 ３）社内パンフレットの再生紙の利用 

（施策の実施状況） 
＊トナー交換に際し、リサイクル品を基本と

しつつ 純正品購入を行う。 
＊マニフェスト伝票を使用して実施してい

る。 
＊再生紙利用を実施中。 

7. 総括と次年度の取り組み 
(総括) 2022 年 2 月～2023 年 1 月 12 ヶ月の実績 
1. CO2 排出量は達成率 104.8％ で達成。24時間換気→電力使用増加、ガソリン減 
2.  電力が達成率 97.2％で未達成  24 時間換気→電力使用増加  
3.  ➀ 一般廃棄物排出量の抑制は達成 
  ② 産業廃棄物は、発生量等予測難しく適正管理を目標とし、分別、実績管理、マニフェスト

管理とも特に問題なく良好と判断。 
4.  節水は未達成 手洗い励行、清掃徹底で水の使用量が増加。やむを得ない状況である。 
5.  紙の使用量は達成 
6.  省エネ機器の PR は未達成（59.6％） Web 会議/テレワークがより困難にしている。 
7.  当社の営業品目にエンジン、自動車用モーターの検査装置があるが、新型エンジン開発、

EV,HEV モーターの開発にこのところ顧客への納入が増加しており、ADC 試験装置の開発

もあり、これは省エネ機器の PR の実績になって来ている。 
8.  RoHS 対応製品について顧客に説明をし、RoHS 対応製品の採用を推奨している。 
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（次年度の取組み） 
１. 次年度（2023 年）は、基本的に 2022 年度経営計画を継続して、更に達成努力をして 

いく。 
上記項目に取組む姿勢が各社員に浸透・徹底されており、今後も継続し満足のいく結果に

すべく対応していく所存である。更に推進委員会での原因に対応した対策の立案と確実な

実施を行う。 
2. 電力消費が増えている。昼休みのエアコン停止などを含め、労働環境による効率性を考慮

し管理を行う必要がある。 
3. ガソリン目標は達成。駐車・停車時のアイドリングストップ、エコ運転をさらに徹底する

必要がある。e-Power 車の導入をする。 

 

5. 環境上緊急事態の準備及び対応 
環境上の緊急事態の発生は想定されていないが、営業、物流時の交通事故に対して緊急事態

取扱い手順を定めたものを、再教育を実施した。 

2022/12/7 にビル全体の火災訓練を行い、非常時に備えた。 

 

6．教育訓練の実施状況 
  年間の教育計画に基づき予定通り実施している。その他活動状況については毎月 1 回 推進

委員会を開催し、電気、水道、ゴミ、ガソリン等の省エネに対して前月のデ－タを基に達成

状況を確認している。未達であれば原因究明等々実施し、その情報は各委員が全社員に周知

徹底し教育をしている。又、朝礼で全社員に社長より現況を報告し教育をしている。 

 

7．外部コミュニケーション 
  外部からの苦情、要望等はない。 

 

8.法規制等登録一覧表／遵守評価表による法規制遵守の確認 
（１）上記法規制等登録一覧表／遵守評価表（付図-３）により再評価を 2023 年 1 月 31 日に行

った。遵守状況が確認できた。 

付図-3 環境法規制等登録一覧表／遵守評価表 

法規制名 要求事項 関連項目 遵守評価（ 

2023 年 1 月 31
日） 

港区廃棄物の処理及び

再利用に関する条例 
廃棄物処理法 

１．一般廃棄物（港区指導） 
＊可燃ゴミ（リサイクル可） 
コピ－用紙、新聞、チラ

シ、雑誌等 
＊可燃ゴミ（リサイクル不 

可） 
写真、ノ－カ－ボン紙、

ティッシュペ－パ－、ビ

ニ－ルコ－ト紙等 
２．産業廃棄物 
 (1)保管基準を遵守する 

(2)委託契約書の締結 

一般廃棄物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
産業廃棄物 
 

遵守確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遵守確認 
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 (3)管理票（マニフェスト）管  

  理 
東京都環境確保条例 ・ 荷主の責任により都条例適合

車に委託する。 
 遵守確認 

自動車リサイクル法 ・ 使用済み自動車を引き取り業

者に引き渡す 
・ リサイクル費用を支払う 

小型貨物自動車 
 

該当なし 

家電リサイクル法 ・廃家電を回収する場合、顧客に

対してリサイクル券の発行、指

定引取り場所まで運搬をする。 

テ レ ビ 、 冷 蔵

庫、エアコン 
該当なし 

資源リサイクル法 ・各々メ－カ－指定の回収業者 業務用パソコン 該当なし 
プラスチック資源循環

促進法 
・循環型社会形成のため、プラス

チック資源の 3R＋Renewable 推

進 

プラスチック製

品 
3R 推進を確

認 

フロン排出抑制法 ・定格出力 7.5kW 未満のエアコ

ンに対し,四半期一回以上の簡

易点検を行う。 

業務用エアコン 遵守確認  
異常なし 
 

 

（２）環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

   今年度は上記付図-3 による確認結果のように法規等の違反はなく、また、関係当局よりの

違反などの指摘は過去 3 年間ありません。 

 

 

10．代表者による全体の評価と見直し 
2 月 17 日に今年度（22 月 2 月～23 年 1 月、12 ヶ月）の実績を環境管理責任者より報告を 

受け、代表者による全体の評価と見直しを行った。 
実績に関しては、一部未達事項があり下記に記したように改善を行う。 

環境経営方針、目的、経営システム、体制の要素については変更の必要はなく、今後も継続

的改善に向けた取組みを推進する方針である。 

 

 

収集された情報 

1. 環境関連法の順守状況 

廃棄物処理法、東京都条例、自動車リサイクル法、家電リサイクル法、フロン排出抑制法 

資源リサイクル法、に関して、遵守している。 

2. 環境目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況 

可燃ゴミ、不燃ゴミに関しては、目標（計画値）に対して 22 年 2 月～23 年 1 月の期間  

達成した。 

3. 問題点の是正処置及び予防処置の結果 

省エネ機器の PR について、LED 化の可能性探求含め 更に達成努力をしていく。 

4. 外部からの苦情等の受付結果 

23 年 1 月末現在、外部からの苦情等はありません。 

5. 組織に影響する法規制動向 
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エコアクション 21 取得以降、社員各自の意識が高まった。 

プラスチック資源循環促進法（2022 年 4 月施行）についても、３R 推進等 

事業者の責務を果たしていく。 

6. 環境に関係する取引先からの「グリーン調達」の情報 

弊社 2013 年主要取引様から｢グリ－ン調達｣は今後、取引をしていくうえで必須条件と通

達を頂いた。 

7. エコアクション２１環境経営システムの改善提案 

  現在の処、環境システムの改善提案は特にありません。 

 
 


